
 

 

 
 

一人一人の“Well-being 幸せ”のために みんなで創る生徒会 

５月１５日（木）、令和７年度「生徒総会」が開催されました。本部および専門委員会から令和７年度の活動計

画が発表された後、たくさんの代表質問と意見が寄せられました。 
 

□学習しやすく、読書が進む環境をつくるとは、具体的に何をするのですか。 

□メダルが高すぎると思います。作ったりすることはできませんか。 

□全校生が自分の健康に関心を持ってもらえるように活動するとありますが、 

    具体的にどのような活動ですか。 

□昨年度曲が変わらなかった分も含めて、今年度は３回曲を変えることはで 

    きませんか。 

□学級討議など学校でＤＸ化が進んでいますが、２分前着席点検の紙を 

デジタル化することはできませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

何気ない質問のように思えますが、よく吟味された質問です。学校の現状（今取り組んでいること）や

昨年度の活動実績を踏まえながら質問しています。また、一人一人の金銭的負担に目を向け、「手作りす

る」という代替案を提示している点もすばらしいです。事前に学級討議を行い、生徒全員が総会資料によ

く目を通していたことや、班活動等で質問や意見を精査していたことが、よい議論につながったと考えま

す。今後は、「質問→回答」のみで終えるのではなく、自然な意見交換を通して、「質問→回答→意見→回

答→代替案→再検討」と、議論が発展・深まっていくことを期待しています。 
 
 

 八鹿青渓っ子の挑戦！ 地域・社会に学ぶ体験教育 
 
 

  学校での学びを「本物の社会」で生かすチャンス！！ 支えてくださる方やお世話になる方への 

「感謝」を忘れず、輝け 八鹿青渓っ子！！   

１ 年 わくわくオーケストラ教室 ５月２９日（木）  ※県立芸術文化センター、 
人と防災未来センター 

２ 年 トライやる・ウィーク ６月 ２日（月）～ ６日（金） ※市内２４の事業所に 
お世話になります。 

３ 年 修学旅行（千葉・東京方面） ６月 ５日（木）～ ７日（土） ※国会議事堂、劇団四季、 
上野公園、ディズニーラン 
ド、浅草寺  
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 コミスク教育目標 「ふるさとを愛し 自らを高め 未来への道を切り拓く 八鹿青渓っ子の育成」 

 

八鹿青渓中HP 

YOKASEIKEI JUNIOR HIGH SCHOOL 

マイクの前で堂々と質問 



      PTA活動スローガン   

５月１０日（土）は、第１回授業参観でした。前夜遅くにかなり強い風が吹き、子ども達が無事に登校

してくれるだろうか、授業参観やPTA総会が開催できるだろうかと心配しましたが、当日の昼頃には快

晴となり、200名を越える皆様にご来校いただくことができました。 

中学校入学後、初の公開授業となった１年生の授業は、「理科」と「道徳」。理科の授業では、タブレ

ット端末を活用しながら「観察レポートの交流会」を行いました。いっぽう道徳の授業では、モラルジレ

ンマ教材をもとに登場人物の言動について考え、根拠を明らかにしながら意見交換を行いました。生徒

数が多く、子ども達の姿を間近で見ていただくことはできませんでしたが、協力し合いながら真剣に学

ぶ姿を見ていただけたのではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 
 

ＰＴＡ総会終了後は、校内におけるいじめ対応についての説明と部活動の地域展開に関する動画配

信（養父市教育委員会作成）を行いました。また、トライやる・ウィークや修学旅行の説明会、学級懇談

会にも多数ご出席いただき、ありがとうございました。「共に前へ」のスローガン通り、「学校」と「家庭」

が協働し合って、子ども達の健全育成に努めていきましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 ～ともに創り上げよう～ 
 

右下の図は、全校生に配布したプリントに掲載したものです。「そうあんくんの日」や「創造の日」、

「八鹿青渓の日（毎月８日）」を、「共創の日」とし、家族や地域とのつながり・絆を深めていこうと呼び

かけました。それに対し、生徒からこんな意見が 

寄せられました。 

○ゴミ拾い（クリーン作戦）を続けたいです。うちの 

地域はお祭りが多く、去年から準備を頑張っていた 

ので、受験勉強の合間に頑張りたいです。優しさを 

心の持ち方で返す！ 

○自分は部活動で外部の人に教えてもらっているので、 

協働できていると思う。挨拶などは周りの人がやっ 

ていなくても、積極的にやるようにしている。 

○回覧板を渡す時に、世間話をする。 

○お手伝いをし、家族の仲をもっと深める。地域の人 

と仲良くし、災害時に助けに行く。 

 こんな子ども達の思いを応援していきたいと思います。ご理解とご協力をよろしくお願いします。 


